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＜年齢について＞

あなたの年齢は？ 回答数 割合

１．65歳～69歳 504 22.2%

２．70歳～74歳 547 24.1%

３．75歳～79歳 449 19.8%

４．80歳～84歳 337 14.8%

５．85歳～89歳 287 12.6%

６．90歳～ 146 6.4%

計 2270 100.0%

＜成年後見制度の認知度について＞

【問１　成年後見制度を知っていますか？】

回答数 割合

1.名称も内容も知っている 688 30.3%

2.名称は知っているが、内容は知らない 817 36.0%

3.名称も内容も知らない 765 33.7%

計 2270 100.0%

【問２　成年後見制度を何でお知りになりましたか？（複数回答）】

回答数

１．市役所や社会福祉関係の窓口 112

２．友人、知人、親戚 99

３．成年後見制度を利用している人 40

４．新聞記事、雑誌、テレビのニュース 442

５．パンフレットやホームページ 74

６．説明会、勉強会、研修会 87

７．その他 38

892

【問３　どのような場合に成年後見制度が必要になると思いますか？（複数回答）】

回答数

１．悪質な消費者被害にあった 58

２．お金をとられるなど経済的な侵害を受けている 59

３．医療契約や福祉サービスなどの契約行為 134

４．自分で財産の管理ができなくなった 464

５．本人のことで対応してくれる親族がいない 280

６．認知症や精神障がい等により意思決定が難しくなった 414

7.その他 18

1427

〔調査Ⅰー①　市民調査（甲賀市介護保険計画）〕

１．65歳～69歳

22%
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３．75歳～79歳

20%

４．80歳～84歳

15%

５．85歳～89歳

13%

６．90歳～
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【問４　ご自身または親族が認知症等になった場合、成年後見制度を利用したいと思いますか？】

回答数 割合

１．利用したい 236 38.1%

２．利用したくない 136 22.0%

３．わからない 247 39.9%

計 619 100.0%

【問５　成年後見制度を利用する場合、だれに後見人等になってもらいたいですか？】

回答数 割合

１．子、兄弟姉妹、配偶者、親族など 180 70.9%

２．専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 52 20.5%

３．法律または福祉に関する法人 19 7.5%

４．その他 3 1.2%

100.0%

【問６　成年後見制度を利用したくない理由はなんですか？】

回答数

１．手続きが複雑 20

２，効果がわからない 8

３．必要経費が不明 14

４．成年後見人の素性が不明 26

５．制度が不明確 16

６．成年後見人による不正 25

７．家族、親族の信頼関係の崩壊 44

８．その他 23

【問７　成年後見制度に関する相談窓口は下記にありますが、この中で知っているところはどこですか？】　

回答数

１．市役所や地域包括支援センター 1168

２．NPO法人成年後見センターぱんじー 30

３．社会福祉協議会 476

４．弁護士会 45

５．法テラス 14

６．司法書士会 37

７．社会福祉士会 29

８．大津家庭裁判所 148
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＜年齢について＞

あなたの年齢は？ 回答数 割合

0~5歳（就学前） 36 6.0%

6～11歳（小学校） 50 8.3%

12～14歳（中学校） 19 3.2%

15～17歳（高校） 31 5.1%

18～29歳 97 16.1%

30歳代 73 12.1%

40歳代 100 16.6%

50歳代 96 15.9%

60～64歳 49 8.1%

65歳～74歳 28 4.6%

75歳～ 13 2.2%

未回答 11 1.8%

計 603 100.0%

＜成年後見制度の認知度について＞

成年後見制度を知っていますか？

回答数 割合

1.名称も内容も知っている 176 29.2%

2.名称は知っているが、内容は知らない 192 31.8%

3.名称も内容も知らない 208 34.5%

4.未回答 27 4.5%

計 603 100.0%

〔調査Ⅰー②　市民調査（甲賀市障害者基本計画）〕

0~5歳（就学前） 6%

6～11歳（小学校） 8%

12～14歳（中学校） 3%

15～17歳（高校） 5%

18～29歳 16%

30歳代 12%
40歳代 17%

50歳代 16%

60～64歳 8%

65歳～74歳 5%

75歳～

2%
未回答

2%

1.名称も内容も

知っている

29%

2.名称は知っているが、

内容は知らない

32%

3.名称も内容も

知らない

35%

4.未回答

4%
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＜年齢について＞

あなたの年齢は？ 回答数 割合

１．65歳～69歳 923 27.0%

２．70歳～74歳 1063 31.1%

３．75歳～79歳 741 21.7%

４．80歳～ 623 18.2%

５．無回答 65 1.9%

計 3415 100.0%

＜成年後見制度の認知度について＞

【問１】成年後見制度を知っていますか？

回答数 割合

1.名称も内容も知っている 1009 29.5%

2.名称は知っているが、内容は知らない 1119 32.8%

3.名称も内容も知らない 781 22.9%

4．無回答 506 14.8%

計 3415 100.0%

【問２】成年後見制度を何でお知りになりましたか？（複数回答）

回答数

１．市役所や社会福祉関係の窓口 193

２．友人、知人、親戚 145

３．成年後見制度を利用している人 96

４．新聞記事、雑誌、テレビのニュース 655

５．パンフレットやホームページ 112

６．説明会、勉強会、研修会 98

７．その他 76

【問３】どのような場合に成年後見制度が必要になると思いますか？（複数回答）

回答数

１．悪質な消費者被害にあった 114

２．お金をとられるなど経済的な侵害を受けている 154

３．医療契約や福祉サービスなどの契約行為 276

４．自分で財産の管理ができなくなった 806

５．本人のことで対応してくれる親族がいない 545

６．認知症や精神障がい等により意思決定が難しくなった 755

7.その他 13

〔調査Ⅰー④　市民調査（湖南市介護保険計画）〕

１．65歳～69歳 27%

２．70歳～74歳 31%

３．75歳～79歳 22%

４．80歳～ 18%

５．無回答 2%
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29%

2.名称は知っているが、内
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3.名称も内容も
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【問４　ご自身または親族が認知症等になった場合、成年後見制度を利用したいと思いますか？】

回答数 割合

１．利用したい 401 39.7%

２．利用したくない 172 17.0%

３．わからない 404 40.0%

４．無回答 32 3.2%

1009 100.0%

【問５　成年後見制度を利用する場合、だれに後見人等になってもらいたいですか？】

回答数 割合

１．子、兄弟姉妹、配偶者、親族など 342 68.1%

２．専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 113 22.5%

３．法律または福祉に関する法人 45 9.0%

４．その他 2 0.4%

502

【問６　成年後見制度を利用したくない理由はなんですか？】

回答数

１．手続きが複雑 36

２，効果がわからない 25

３．必要経費が不明 25

４．成年後見人の素性が不明 49

５．制度が不明確 27

６．成年後見人による不正 68

７．家族、親族の信頼関係の崩壊 49

８．その他 19

回答数

１．市役所や地域包括支援センター 957

２．NPO法人成年後見センターぱんじー 31

３．社会福祉協議会 750

４．弁護士会 103

５．法テラス 18

６．司法書士会 93

７．社会福祉士会 70

８．大津家庭裁判所 153

９．その他 12

【問７　成年後見制度に関する相談窓口は下記にありますが、この中で知っているところはどこですか？】　

１．利用したい

40%
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17%
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４．無回答 3%
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＜年齢について　　回答者の割合＞

あなたの年齢は？ 甲賀市 湖南市

１．65歳～69歳 22.2% 27.0%

２．70歳～74歳 24.1% 31.1%

３．75歳～79歳 19.8% 21.7%

４．80歳～ 14.8% 18.2%

５．85歳～89歳 12.6%

６．90歳～ 6.4%

７．無回答 0.0% 1.9%

＜成年後見制度の認知度について＞

【問１　成年後見制度を知っていますか？】

甲賀市 湖南市

1.名称も内容も知っている 30.3% 29.5%

2.名称は知っているが、内容は知らない 36.0% 32.8%

3.名称も内容も知らない 33.7% 22.9%

４．無回答 14.8%

計 100.0% 100.0%

【問２　成年後見制度を何でお知りになりましたか？（複数回答）】

問１で１の方のみ 甲賀市 湖南市 計 割合

１．市役所や社会福祉関係の窓口 112 193 305 13.5%

２．友人、知人、親戚 99 145 244 10.8%

３．成年後見制度を利用している人 40 96 136 6.0%

４．新聞記事、雑誌、テレビのニュース 442 655 1097 48.4%

５．パンフレットやホームページ 74 112 186 8.2%

６．説明会、勉強会、研修会 87 98 185 8.2%

７．その他 38 76 114 5.0%

892 1375 2267

【問３　どのような場合に成年後見制度が必要になると思いますか？（複数回答）】

甲賀市 湖南市 計 割合

１．悪質な消費者被害にあった 58 114 172 4.2%

２．お金をとられるなど経済的な侵害を受けている 59 154 213 5.2%

３．医療契約や福祉サービスなどの契約行為 134 276 410 10.0%

４．自分で財産の管理ができなくなった 464 806 1270 31.1%

５．本人のことで対応してくれる親族がいない 280 545 825 20.2%

６．認知症や精神障がい等により意思決定が難しくなった 414 755 1169 28.6%

7.その他 18 13 31 0.8%

1427 2663 4090

両市ともに、「名称も内容も知って

いる」と答えた方が約３割、「内容

は知らない」が約３割、「名称も内

容も知らない」が３割だった。

最も多かったのが、「４．新聞記

事、雑誌、テレビのニュース」で、

約半数の方の回答があった。マスコ

ミ報道の影響が受けやすいと推測で

きる。

〔調査Ⅰー①④　甲賀市・湖南市　比較〕
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【問４　ご自身または親族が認知症等になった場合、成年後見制度を利用したいと思いますか？】

甲賀市 湖南市

１．利用したい 38.1% 39.7%

２．利用したくない 22.0% 17.0%

３．わからない 39.9% 40.0%

４．無回答 3.2%

計 100.0% 100.0%

【問５　成年後見制度を利用する場合、だれに後見人等になってもらいたいですか？】

甲賀市 湖南市

１．子、兄弟姉妹、配偶者、親族など 70.9% 68.1%

２．専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等） 20.5% 22.5%

３．法律または福祉に関する法人 7.5% 9.4%

４．その他 1.2% 0.4%

【問６　成年後見制度を利用したくない理由はなんですか？】

甲賀市 湖南市

１．手続きが複雑 20 36

２，効果がわからない 8 25

３．必要経費が不明 14 25

４．成年後見人の素性が不明 26 49

５．制度が不明確 16 27

６．成年後見人による不正 25 68

７．家族、親族の信頼関係の崩壊 44 49

８．その他 23 19

176 298

【問７　成年後見制度に関する相談窓口は下記にありますが、この中で知っているところはどこですか？】　

甲賀市 湖南市 計 割合

１．市役所や地域包括支援センター 1168 957 2125 51.4%

２．NPO法人成年後見センターぱんじー 30 31 61 1.5%

３．社会福祉協議会 476 750 1226 29.7%

４．弁護士会 45 103 148 3.6%

５．法テラス 14 18 32 0.8%

６．司法書士会 37 93 130 3.1%

７．社会福祉士会 29 70 99 2.4%

８．大津家庭裁判所 148 153 301 7.3%

９．その他 12 12 0.3%

1947 2187 4134
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〔調査Ⅵ  甲賀市・湖南市行政職員対象ヒアリング調査〕 

＜聞き取り先・期間＞ 

① 令和元年８月２９日（木） 湖南市 高齢福祉課 地域包括支援係 

② 令和元年８月３０日（金） 甲賀市 長寿福祉課、すこやか支援課 地域包括支援センター 

③ 令和元年８月３０日（金） 湖南市 住民生活相談室、社会福祉課障がい福祉係 

④ 令和元年９月 ５日（木） 甲賀市 生活支援課、障がい福祉課 

＜聞き取り内容・方法＞ 

  ぱんじー事務所内での来所または、訪問にて、インタビュー形式で行った。 

 甲賀・湖南成年後見制度利用促進計画策定準備会において①行政における庁内連携、②相談対応の状

況、③制度・サービスに当てはまらない相談に関する対応の３点について現状と課題に関する意見があり、改

めて個々に聴きとることでより具体的な課題が明らかになると考えた。 

＜聴き取り結果＞ 

 甲賀市 湖南市 

① 
行
政
庁
内
に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て 

各課からの意見の共通点 

・担当課を決めることから始まり、担当課が決まること

で、担当課内、または職員個人での対応になってい

る。職員個人のスキルや判断によりケース、相談の

対応を行っている現状。 

・湖南市と同様なものとして、世帯単位での支援を検

討するための明確なルールは決まっていないこと

や、職種間での連携はうまくできていないことが確認

できた。 

甲賀市の特徴的な課題 

●職員の個人のつながりや判断で、庁外機関との調

整を行う。 

●行政庁内における一次相談窓口の存在が不明確。 

●連携のための会議は増えている。 

 

障がい福祉係、地域包括支援センター、住民

生活相談室の３部署共通の意見 

●住民生活相談室を市役所への一次相談窓口として社

会福祉士は認識していること。 

●「課や係単位ではなく、職員個人間でのケース、相談の

共有」「職員不足や業務過多により きめ細やかな連携

や、相談対応が行われていない」。 

●福祉部署内で、職種を超えての連携はできていない。   

・福祉部署内外ともに定例などで他課や他係とのケースに

関する会議はないこと、世帯全般的な課題に関する支

援をコーディネートする決まった方法はないこと、対応

可能なケースや相談については、対応する課、係へ任

せることで終了することもあることなどを確認した。 

・印象としては、職員の個人的なスキルや判断によりケー

ス、相談対応がなされている印象を受けた。ケース検

討などの支援方針などについては、議論された中で進

められているわけではないことがうかがえる。 

【まとめ】 

●職員個人のスキルや判断、つながりに比重をおいた対応をしているため、連携ができる場できない場合がある。 

●担当課や担当の係によるケースや相談が受け止められ、それぞれの対象を個別で対応することが多く、同一世

帯などのケースにおいて世帯全体の課題の対応方法について明確でない。 

 →職員の異動による対応の変化、担当課や係が決まらない場合の課題の見落としが課題となることが考えられる。 
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②
行
政
庁
内
の
相
談
に
つ
い
て 

甲賀市 湖南市 

●庁内としての一次的または総合的な相談窓口の位

置づけは確認できず、担当の部署に直接相談があり

対応する。障がい福祉担当については、保健師、社

会福祉士という専門性での相談対応ではなく、地域

別の担当制で対応するという現状。 

●担当課で支援が終了した後も継続して支援が必要

な場合、庁内外問わず支援がつながるような体制

は整備されているが、実際は情報共有がないことを

確認する。 

●湖南市よりも庁外機関へつなげるタイミングが早い

ことが多い印象を受ける。 

●湖南市と同様庁外機関との連携については、対応し

た職員の知りえる機関へつなげる対応で、 

●対応した職員による差異があるように感じる。またこ

れも湖南市と同様庁外機関の対応に関する疑問を

持っていることも確認できた。 

●住民生活相談室が庁内における一次相談窓口としての

認識はしている。ただ、行政庁内連携と同様、職員スキ

ルに依存した対応がうかがえる。そのため、人事異動に

より職員の異動があると対応が悪くなる危機感を感じて

おられた。 

●庁外機関との連携についても、対応した職員の知りえる

範囲で行っていることや、庁外の機関に対する対応へ

の疑問を持っていることも確認できた。 

●３部署とも相談の受付に関しては、継続性をもつことが

大切であることの認識を確認できた。 

●マニュアルについては、相談記録表などを活用し職員 

間に差が出ないように工夫されているが職員個人のス

キルに依存していることから、対応に差があることがうか

がえた。 

 

【まとめ】 

・湖南市は、一次相談窓口の位置づけが庁内において一定の認識がされていることから、現状はできていないと話さ

れていたが、世帯単位での課題など課、係で担当を決めにくい課題について、庁内外の連携についてコーディネ

ート役になることの可能性を感じることができた。 

・甲賀市は、早期に庁外機関へつなげることができていることから、今後も庁外との協働や連携の可能性を感じること

ができた。 

両市の課題として感じるものは以下の通り。 

●庁内、庁外機関との連携やつながりについては、組織的役割での連携やつながりというよりも個人の職員のスキル

や知識などに依存しているため、相談内容の課題整理についても対応した職員のスキルや知識に頼り、客観性を

持った相談内容の検証はないため、よりよい対応ができているかは疑問が残った。 

●庁外機関の対応に関する疑問をもっている中での、連携やつながりのため、庁外機関との連携やつながりが確信

をもって行えているか。という点においては疑問が残った。 

→連携に関する聞き取りと同様、職員異動による対応における変化が課題と感じる。また、庁外機関との連携につい

ても対応する職員や法人が違うことで変化が生じる可能性があることが課題と感じる。 

 

甲賀市 湖南市 

③ 

制
度
・サ
ー
ビ
ス
に

あ
て
は
ま
ら
な
い

相
談
の
対
応
に
つ

い
て 

・制度やサービス、支援の対象となる場合も、本人から

の訴えがないなどつながることが困難な状態にある

ケースを認識されていることが確認できた。 

・上記の場合を含め、制度やサービスで対応が困難な

場合の具体的なかかわりの在り方については、明確

なルールはないことが確認できた。 

・住民生活相談室を中心に検討するというイメージが共有

されているが、そのことから住民生活相談室に集約され

る相談が多くなり対応をするにあたり、人員の不足によ

る対応困難が課題としてあることを確認できた。 
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【まとめ】 

●人員に限りがある中で、受け止めきれる容量。 

●アウトリーチなど積極的な支援の関りを進めてゆるやかな対応が継続できるかどうか。 

→どこまでの関りをすることが必要かという認識や、それに対する新た仕組みを構築の困難さが課題である。 
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